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人さま。次号 は３月 20日発行の予定です ／  
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●「日産  童話と絵 本 のグランプリ 」受賞 作品原画展  

当財団主催「第 34 回  日産  童話と絵本の グランプリ 」（平成 29 年度実施）の

入賞作品の原 画展を 開催していま す。  

日  時：開催 中～３ 月 10 日（日）＊た だ し、国際児童 文学館 の開館日時  

場  所：大阪 府立中 央図書館  国際児童 文 学館（東大阪 市荒本 ）  

入場料：無料  

３月上旬に予 定して いる第 35 回（平成 30 年度実施）グランプ リ の発表後は、

新しい入賞作 品の原 画に展示替え します 。（～３月 24 日（日） まで）  

詳細は→  http://www.iiclo.or.jp/07_com-con/02_nissan/index.html 

 

●  寄付金を募集し て います  

当 財 団 の 運 営 を 応 援 い た だ け る 個 人 、 法 人 の 皆 さ ま か ら の ご 寄 付 を 募 っ て い

ま す 。 寄 付 金 は 、 当 財 団 が 行 う 講 座 ・ 講 演 会 な ど 、 さ ま ざ ま な 事 業 経 費 に 充

てさせていた だきま す。ぜひ、ご 協力い ただきますよ うお願 いします。  

お申し込み、 詳細は  →  http://www.iiclo.or.jp/donation.html 

 

●  当財団公式  Twitter →  https://twitter.com/IICLO_News 
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***************************************************************** 

《１》  この本読ん だ ？  Yasuko's ＆  Masayo 's Talk 

***************************************************************** 

『ジュリアが 糸をつ むいだ日』  リン ダ・スー・パー ク /作  な いとうふみこ /

訳  徳間書店  2018 年 12 月  対象年齢 ： 小学校高学年 以上  

 



あ ら す じ ： 韓 国 系 の ア メ リ カ 人 で ７ 年 生 の ジ ュ リ ア は 、 楽 農 ク ラ ブ の 自 由 研

究 を 近 所 に 住 む 親 友 パ ト リ ッ ク と 行 う こ と に な り 、 お 母 さ ん に 勧 め ら れ て

カ イ コ を 飼 う こ と に す る が 、 実 は 、 あ ま り に 「 韓 国 ふ う す ぎ る 」 と 思 っ て

乗り気ではな かった。そのことを言 い出せ ないまま、準備 が進む 。しかし、

い ざ 、 研 究 が 始 ま る と 、 夢 中 に な る 。 そ し て 、 カ イ コ か ら 取 り 出 し た 絹 糸

で 韓 国 伝 統 の 刺 繍 を 成 果 物 と し て 発 表 す る こ と に す る 。 そ の 過 程 で 、 パ ト

リックの悩み 、母の 偏見に気づき 、弟と の関係も変化 してい く。  

 

Ｙ ： 韓 国 系 ア メ リ カ 人 ２ 世 の ジ ュ リ ア が カ イ コ を 飼 い 、 糸 を 紡 ぎ 、 刺 繍 を す

る こ と で 、 自 分 の ル ー ツ を 受 け 入 れ る 様 子 が ユ ー モ ラ ス に 描 か れ て い ま し

た。  

Ｍ ： ジ ュ リ ア は パ ト リ ッ ク に こ の 研 究 を し た く な い と な か な か 言 い 出 せ ず 、

実 は パ ト リ ッ ク も そ ん な に 研 究 に 乗 り 気 で は な か っ た と い う こ と が わ か る

というどんで ん返し がおもしろか ったで す。  

Ｙ ： カ イ コ を 飼 う た め に 、 黒 人 の デ ィ ク ソ ン さ ん に 庭 の 桑 の 葉 を も ら い に 行

く こ と に な り ま す が 、 ジ ュ リ ア の 母 は 、 デ ィ ク ソ ン さ ん の こ と を 警 戒 し て

い る こ と が 感 じ ら れ ま す 。 マ イ ノ リ テ ィ ど う し の 偏 見 と い う テ ー マ も 興 味

深く読みまし た。  

Ｍ ： こ の 作 品 で は 、 そ う し た 偏 見 に つ い て 、 ジ ュ リ ア と 母 や 、 ジ ュ リ ア と パ

ト リ ッ ク が 論 議 す る と い う よ う な 突 き 詰 め 方 は さ れ て い ま せ ん 。 そ う い う

母 親 の 態 度 を ジ ュ リ ア は 「 ほ ん と う の と こ ろ は わ か ら な い 。 で も 、 少 な く

とも、わから ないと いうことはわ かって いる。」（ p.245）と書 いているよう

に 、 事 実 を 把 握 し 、 一 緒 に 生 き て い け る 状 況 を 探 る と い う 現 実 的 な 対 処 法

を 選 択 し て い る と こ ろ に 、 物 足 り な さ を 感 じ な が ら も 説 得 力 が あ る と も 思

いました。  

Ｙ ： そ う い う 意 味 で 、 カ イ コ を 飼 う こ と や 、 パ ト リ ッ ク や 母 親 や 弟 に 対 す る

ジ ュ リ ア の 揺 れ 動 く 気 持 ち が 丁 寧 に 描 か れ て い る 点 が お も し ろ か っ た で す 。 

Ｍ ： 何 で も 邪 魔 し て ジ ュ リ ア か ら 邪 険 に さ れ て い る 弟 が カ イ コ の 世 話 を 手 伝

う こ と に よ っ て ジ ュ リ ア と 心 を 通 わ せ 、 ジ ュ リ ア が 集 め て い る コ イ ン を プ

レゼントする ように なるところは いいな と思いました 。  

Ｙ：原題は「 Project Mulberry」（「 Mulberry」は桑の意 ）です 。  

Ｍ ： こ の タ イ ト ル か ら は 、 カ イ コ が 桑 の 葉 を 食 べ 、 糞 を し て 、 そ れ が ま た 木

を 育 て る と い う 循 環 を 思 い 起 こ す と 同 時 に 、 人 と 人 と の つ な が り の 輪 を 感

じ さ せ ま す 。 そ し て 、 マ ユ か ら 蛾 が 飛 び 立 つ よ う に 、 ジ ュ リ ア の 成 長 を 読

み取ることも できる と思いました 。  

 

＊今回のゲス トは愛 知淑徳大学教 授の酒 井晶代（Ｍ） さんで す。  

 

***************************************************************** 

《２》イーハ トヴ周 遊  宮沢賢治 の童話 を読破する  

***************************************************************** 

第 42 回「セロ弾き の ゴーシュ」  

「トロメライ 」と「 印度の虎狩」  

 

前々回、前回の「 猫の 事務所」 (当メルマガ NO.100、101)の「猫」からの連想

で、今回は 、「セロ 弾 きのゴーシュ 」です 。  

 

金 星 音 楽 団 の 楽 長 に 「 セ ロ っ 。 糸 が 合 わ な い 。 困 る な あ 。 ぼ く は き み に ド レ

ミ フ ァ を 教 え て ま で い る ひ ま は な い ん だ が な あ 。」 と ど な ら れ た ゴ ー シ ュ は 、

夜おそく、「 何か巨き な黒いもの」をし ょ って、町はずれの 川 ばたの、こわれ



た水車小屋に 帰って きます。それ が彼の 家でした。  

 

ゴ ー シ ュ は 、 い き な り コ ッ プ で バ ケ ツ の 水 を ご く ご く 飲 む と 、 セ ロ を ご う ご

う と 弾 き は じ め ま す 。 そ こ に 、 最 初 に た ず ね て き た の が 、 お み や げ の ト マ ト

を も っ た 、 大 き な 三 毛 猫 で し た 。 ― ― 「 わ た し は ど う も 先 生 の 音 楽 を き か な

いとねむられ ないん です。」  

 

 〈「何を ひけと 。」  

  「トロ メライ、ロ マチックシュ ーマン 作曲。」猫は口を 拭い て済まして云

いました。  

  「そうか 。トロ メライという のはこ ういうのか 。」  

  セ ロ 弾 き は 何 と 思 っ た か ま ず は ん け ち を 引 き さ い て じ ぶ ん の 耳 の 穴 へ ぎ

っ し り つ め ま し た 。 そ れ か ら ま る で 嵐 の よ う な 勢 で 「 印 度 の 虎 狩 」 と い

う譜を弾きは じめま した。〉  

 

三 毛 猫 は 、 ロ ベ ル ト ・ シ ュ ー マ ン を し ゃ れ て 、 こ う 呼 び ま す が 、 ま さ に ロ マ

ン チ ッ ク な 「 ト ロ メ ラ イ 」 と 「 印 度 の 虎 狩 」 が 際 立 っ た 対 比 を 見 せ る 場 面 で

す。「トロ メライ」 は 、もとはピア ノ曲で す。  

 

「 チ ェ ロ に 限 ら ず 闇 雲 に 大 き く 速 く 弾 こ う と し た ら 上 達 し な い と い う の は 器

楽 演 奏 の 鉄 則 で あ る 。 ゴ ー シ ュ が 三 毛 猫 の 所 望 す る 「 ト ロ イ メ ラ イ 」 を 弾 く

こ と が 出 来 な い の も こ の た め だ 。 ゴ ー シ ュ に 最 も ふ さ わ し い 音 楽 は 《 嵐 の よ

うな勢》《怒った象 の ような勢》で 弾く「 印度の虎狩」のよう な〈勢い〉に任

せ る 音 楽 、 他 者 と の 対 話 の な か に 息 づ く 喜 び や エ ロ ス の 音 楽 で は な く 、 モ ノ

ロ ー グ と し て の 〈 怒 り 〉 の 音 楽 な の だ 。」 と 評 す る の は 坪 井 秀 人 で す （「 セ ロ

弾きのゴーシ ュ」2003 年）。それで も、ゴ ーシュは、物語のな かで、ごう ごう

ご う ご う 弾 き つ づ け 、 第 六 交 響 曲 の 演 奏 会 の ア ン コ ー ル で も 「 印 度 の 虎 狩 」

を弾くことに なりま す。この愚直 さを「 デクノボー」 という のでしょうか 。  

（馬車別当）  

 

（本文の引用 は、角 川文庫版『セ ロ弾き のゴーシュ』 により ました。）  
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***************************************************************** 

その 11 さまざまなご 質問にお答え します （ 20）おはな しにつ いて４  

 

質問：昔話を語る時、書かれている 言葉を そのまま覚え る必要 がありますか 。  

 

（前回のつづ きです ）  

前 回 は 、 知 ら な い 言 葉 を ど う す る か に つ い て 「 な ら 梨 と り 」 の 「 ふ く べ 」 と

い う 言 葉 を ど う す る か に つ い て 、 考 え ま し た 。 今 回 は 、 こ の 点 に つ い て も う

少しだけ補足 させて いただきたい と思い ます。  

 

前 回 、 幼 い 子 ど も に は 「 ふ く べ 」 の 代 わ り に 「 ひ ょ う た ん 」 と 言 い 換 え る 可

能性について 書き、「 ひょうたん 」もわか らない子が多 いとい うことも書き ま

し た 。 で は 、 な ぜ 、「 ひ ょ う た ん 」 と 言 い 換 え る の か と い う と 、 た と え 、「 ひ

ょ う た ん 」 が 何 か 知 ら な く て も 、 そ の 言 葉 を 聞 い た こ と の あ る 子 ど も は 「 ふ

く べ 」 よ り 多 い の で は な い か と 思 っ た の で す 。 語 り は 語 り 手 と 聞 き 手 と の コ

ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン な の で 、 誰 も 知 ら な い 言 葉 を 語 っ た と き と 、 聞 い た こ と が



ある子どもが 一人で もいる言葉を 語った ときでは、場の雰 囲気 が変わります 。 

 

とはいえ、松岡享子 著『語る人 の質問に こたえて』（レク チャ ーブックス  お

話入門６  東 京子ど も図書館  2011 年 10 月）に、「 子どもの 知 らないことば

は い い か え た り 、 説 明 し た り し た ほ う が ？ 」 と い う 質 問 が あ り 、 松 岡 さ ん は

「 生 ま れ て き た 子 に は 、 わ か っ て い る こ と は ひ と つ も な く て 、 す べ て は わ か

ら な い こ と で す 。 ― 中 略 ― で す か ら 、 子 ど も は わ か ら な い こ と に 出 く わ す こ

と を 、 け っ し て い や が っ て も 恐 れ て も い ま せ ん 。」 と 述 べ 、「 思 い 切 っ て そ の

まま話してみ たらど うでしょう 。」と 助言 されています 。そし て、それは 新し

い 語 彙 に 出 会 う 機 会 で も あ る と お っ し ゃ っ て い ま す 。 こ の こ と は 私 自 身 も と

ても大切で、 肝に銘 じなければい けない と思っている ことで す。  

 

で す の で 、 も し 、 お そ ら く 子 ど も が 知 ら な い 言 葉 で 、 そ れ が お は な し の 中 で

それほど大切 でなか ったり、類推できた り するときは、そのま ま 語りますし、

知 ら な く て も 聞 い た こ と が あ る 子 ど も が い そ う な ば あ い は 、 そ の ま ま 語 り 、

聞 か れ た ら 、 そ の 場 の 状 況 に 応 じ て 、 そ の 時 、 ま た は 、 終 わ っ た 後 で 説 明 す

ることにして います 。  

 

お は な し は 、 語 り 始 め た ら 生 き 物 で す の で そ の 場 の 状 況 に 応 じ ま す が 、 場 に

出 る 前 に は 、 ど う す れ ば 語 る 相 手 の 子 ど も に 届 く の か 、 一 語 一 語 を 大 切 に 考

える必要があ ると思 っています。  

 

＊ 次 号 も 引 き 続 き 同 じ 質 問 に つ い て 考 え ま す 。 ぜ ひ 、 ご 質 問 や ご 意 見 を お 待

ちしておりま す。（ Ｙ ）  

 

***************************************************************** 

《４》  行って来ま し た！   

***************************************************************** 

美術館「え き」KYOTO で、３月４ 日まで開催 されている「長くつ下 のピッピの

世 界 展  リ ン ド グ レ ー ン が 描 く 北 欧 の 暮 ら し と 子 ど も た ち 」 に 行 っ て き ま し

た。  

 

こ の 展 覧 会 で は 、 ス ウ ェ ー デ ン 王 立 図 書 館 所 蔵 の 『 長 く つ 下 の ピ ッ ピ 』 等 の

貴 重 な 原 画 を は じ め 、 リ ン ド グ レ ー ン 作 品 の 原 画 、 リ ン ド グ レ ー ン の 速 記 で

書かれた原稿 ノート や、オリジナル原 稿、愛用品など約 200 点が、「１．長く

つ下のピッピ 」、「２．アストリッド・リン ド グレー ン 」、「 ３ ．ア ス ト リ ッ ド ・

リ ン ド グ レ ー ン の 生 ん だ 小 さ な ヒ ー ロ ー ＆ ヒ ロ イ ン た ち 」 の 大 き く ３ つ に 分

けて展示され ていま す。  

 

『 長 く つ 下 の ピ ッ ピ 』 は 、 も と も と 娘 に 語 っ た 即 興 の お 話 な の だ そ う で す 。

リ ン ド グ レ ー ン が 自 分 で タ イ プ し 、 イ ラ ス ト も 描 い て 、 娘 の １ ０ 歳 の 誕 生 日

に 贈 っ た 手 づ く り の 本 が あ り ま し た 。 表 紙 に 描 か れ た ピ ッ ピ の 姿 は 、 耳 の 横

に 突 き 出 た み つ あ み に 、 赤 と 黒 の 左 右 が 違 う 色 の 靴 下 を は い て い ま す 。 日 本

で よ く 知 ら れ て い る 桜 井 誠 の 描 い た ピ ッ ピ は こ の ピ ッ ピ に 少 し 似 て い る よ う

に思いました 。  

 

また、『長くつ 下のピ ッピ』のコーナーに は、イングリッド・ヴァン・ニイマ

ン の 挿 絵 の 原 画 が た く さ ん 展 示 さ れ て い ま し た 。 場 面 ご と に ス ト ー リ ー が 紹

介 さ れ て い て 、 ピ ッ ピ の い た ず ら っ ぽ い 表 情 や 登 場 人 物 た ち の ユ ー モ ラ ス な

動 き が 楽 し め ま す 。 雑 誌 で 連 載 さ れ た マ ン ガ 版 の ピ ッ ピ の 原 画 に は 訳 が つ け



ら れ て い て 、 ト ミ ー と ア ニ カ が 隣 の 家 に 引 っ 越 し し て き た ピ ッ ピ と 出 会 う エ

ピ ソ ー ド や 、 ピ ッ ピ の 家 に 泥 棒 が 入 る エ ピ ソ ー ド な ど 、 絵 で ス ト ー リ ー を 追

う楽しさがあ ります 。  

 

リ ン ド グ レ ー ン の 他 の 作 品 の 挿 絵 を 多 数 手 が け た イ ロ ン ・ ヴ ィ ー ク ラ ン ド の

原画もたくさ ん展示 されていまし た。『や かまし村の子 どもた ち』や『 ちいさ

い ロ ッ タ ち ゃ ん 』 な ど 、 違 う 画 家 が 描 く と 、 リ ン ド グ レ ー ン の 世 界 が こ ん な

に も 違 う の か と 驚 き な が ら も 、 そ れ ぞ れ の 画 家 の 解 釈 を 味 わ う こ と が で き 、

興味深かった です。（ Ｋ）  

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【３】全国の イベン ト紹介  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

●箕面はぐる ま研  国 語科研究会  

講  演「教室 は分か らなくてはい けない ところ？  

－わからない ことが その後の世界 を楽し くする－」  

講  師：清水 眞砂子 （児童文学者 、翻訳 家）  

日  時：３月 ２日（ 土）午後１時 ～３時 30 分  

    午前 10 時～ 12 時  実践報告  

会  場：箕面 文化・ 交流センター  大会 議 室（箕面市箕 面）  

参加費：有料        申込 み：必 要  

主  催：箕面 はぐる ま研   後  援：箕 面市教育委員 会  

 

上 記 イ ベ ン ト の 詳 細 お よ び そ の 他 の 講 座 ・ 講 演 会 、 展 示 会 、 公 募 情 報 に つ い

ては、こちら からご 覧ください。 ↓↓  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html 

※イベント情 報をお 送りください 。当財 団ＨＰに掲載 させて いただきます ／  

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【４】プレゼ ント  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

今号のコラム《１ 》「 この本読んだ ？」で 紹介しました『ジ ュ リアが糸をつむ

い だ 日 』 を １ 名 の 方 に プ レ ゼ ン ト し ま す 。 ご 希 望 の 方 は 、 メ ー ル で 件 名 「 メ

ルマガ NO.102 プレゼ ント希望」と し、 (1)お名前  (2)郵便番号 ・住所  (3)電

話 番 号  (4)メ ー ル ア ド レ ス 、 よ ろ し け れ ば  (5)こ の メ ル マ ガ の ご 感 想 を お 書

きのうえ  office@iiclo.or.jp にお送り く ださい。  

締切は 3 月 11 日 (月 )、当選発表は 発送を もって代えさ せてい ただきます／  

 

編┃集┃長┃ の┃つ ┃ぶ┃や┃き ┃  

━┛━┛━┛ ━┛━ ┛━┛━┛━ ┛  

里帰り出産の ために 娘とともにわ が家に いる２歳半の 孫。パ パの代りにじ い

じが鬼役。お 面だけ をつけている ので正 体はバレバレ だと思 いきや、「じ い

じ、鬼になら ないー ！」と、「変 身」し ているものだ と信じ きっている。 豆

をぶつけつつ も泣き 顔の孫。早々 にもとの じいじに戻り 、抱っこ 。この一年、

みんな健康で 暮らせ ますように。 （ＴＡ ）  

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

------------------------------------------------------------------ 

み な さ ま の ご 意 見 ・ ご 感 想 を お 聞 か せ く だ さ い 。 下 記 メ ー ル ア ド レ ス ま で お

願いします。  

原則として返 信はい たしませんの でご了 承ください。  



●このメール マガジ ンは、ご登録 いただ きました皆様 に配信 しています。  

●配信の登録 ・解除 ・変更は、  

  http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/index.html パソコン からどうぞ  

●このメール の送信 アドレスは配 信専用 です。  

●記事の無断 転載は ご遠慮くださ い。  

------------------------------------------------------------------ 

発行：一般財 団法人  大阪国際児童 文学振 興財団  http://www.iiclo.or.jp/ 

〒 577-0011 大阪府東 大阪市荒本北 1-2-1 大阪府立中央 図書館 内  

TEL： 06-6744-0581  FAX： 06-6744-0582  E-mail： office＠ iiclo.or.jp 

------------------------------------------------------------------ 

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  


